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成人患者と混合 小児患者のみ 小児患者のみ ―
総合混合 総合小児 専門小児 ―






















ある なし ある なし
小児病棟 55% 45% 小児病棟 100% 0%
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で、調査に承諾した入院中の子ども 13 名、家族 51 名、看護

























































査で得られた自由記述 53 件を整理した（表５）。 


















































写真３ プレイルーム 写真４ 処置室 
写真１ EVホール 
表３ 場所ごとの立場別評価 
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検査や治療の不安を軽減する 38.6 23.5 25.0
患者の気持ちが明るくなる 68.2 80.4 85.0
治療に対して前向きになれる 11.4 5.9 15.0


























































































小児外科系病 棟 (37 床 )
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写真Ｂ 病室のカーテン 写真Ｃ 処置室 
写真Ｅ 各部屋のサイン 写真Ｄ 面談コーナー 
写真Ａ 病室の窓 飾り 
写真Ｆ 病棟入口 
キャプション評価で得られた写真 
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表７ 子どもの療養環境デザインの指針と配慮すべき事項 
子どもと家族が安心できる場所
を基本とし、個人的な好みや思
いに沿ってカスタマイズできるよ
うにする。
子どもの空間認識を助けたり、子
どもと家族、医療スタッフの交流
を促進させ、治療と生活の場をつ
なぐ。
処置で子どもの紛らわしを
行ったり、治療の説明をする
環境を整えていく。
建築
子どもと家族が安心
できる療養のベース
をつくる。飾りつけの
基盤となる。
子どもと家族が安心できるように
温かみのある仕上げにする。天
井が子どもの視野に長時間入る
ことに配慮する。
子どもが空間認識しやすいピクト
サインをつける。治療と生活ス
ペースの入口に各室内との関連
を持たせる。
治療時に子どもの目線に入り
やすい天井や壁上部に配慮
する。
家具
個別のニーズに対応
し、共用では気持ち
の紛らわしと回復を促
す。
子どもの年齢や好みに合わせた
カーテンやリネンを用意する。
子どもと家族同士の交流を促し、
気分転換できるような家具を配
置する。
使用機器を子ども向けにデザ
インしたり、不要な機器が視
野に入らないように工夫す
る。
飾りつけ
季節や行事、個別に
対応し、短期的に変
化を与える。
子どもと家族が大切なものや好
みのものを飾れるように天井や
壁を用意する。好みの絵の選択
ができるしくみがある。
季節や行事にあわせた飾りがで
きるスペースや患者の作品を展
示できるスペースを用意する。
治療時に一時的に子どもの
気持ちを紛らわす飾りをおく。
治療空間生活空間 通路空間
場所
インテリアの要素
 
論文審査の結果の要旨 
 
 提出論文は、病院における小児病棟のインテリアデザインを対象として、子どもの療養環境デ
ザインを論じたものであり、５章で構成されている。 
 第１章では、本研究の背景、目的と方法について記述し、既往研究の成果を整理し学術的位置
づけをすることで、医療環境の高度化がもたらした無機質な療養環境をインテリアデザインによ
り論ずる意義を示している。 
 第２章では、子ども専門病院と総合病院の小児科を対象とするアンケート調査より、療養環境
の実態を把握している。小児専門病棟と混合病棟の違いの分析を通じ、インテリアデザインの潜
在的必要性を認め、同時に療養環境デザインを支える支援体制の不備を明らかにした。 
 第３章では、大学病院の小児病棟を対象として、療養生活を支えるインテリアデザインについ
て子ども、付添い、看護師、医師からの評価から、子どもと大人の認識の違いを明らかにした。
また、インテリアによる「受容」「回復」「応援」「紛らし」という効果を導出した。 
 第４章では、別の大学病院の小児病棟の利用者を対象として、写真撮影をともなうキャプショ
ン評価法を用い、属性別、病棟の場所別、インテリアの部位別の評価の違いの傾向を明らかにし、
療養環境デザインの基礎的指針となる知見を得ている。 
 最後に５章において、以上の成果を踏まえて小児病棟のインテリアデザイン指針としてとりま
とめている。 
 以上のように、本研究は小児病棟におけるインテリアデザイン指針を示すことで、病院環境の
無機質化がもたらす不安など療養生活への負の影響を抑制し、安心して前向きに療養できる環境
を構築する手法として高く評価できる。これまでの病院建築計画分野における平面計画指針とは
異なる知見を加えるもので、高い独自性が認められる。以上より、本申請論文は、博士（芸術工
学）の学位授与論文に値するものと認められる。 
